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昨年中は皆様には大変お世話になりました
神納地域まちづくり協議会を本年もよろしくお願いいたします

昨年は、平成から令和へと記念すべき新しい時代の幕開けの年となりました。

当まちづくり協議会は発足から8年が経過し、第3次まちづくり計画も残すと
ころ1年となりました。令和2年度は次の令和3年度から令和5年度までの3年間
の新たな計画を策定する1年になります。

新年あけまして

おめでとうございます

昨年を振り返ると、神納小学校の閉校記念式典が10月27日に開かれ、令和2

年3月末で14７年の歴史に幕を閉じることになります。式典第２部の「感謝の
会」では、会場全体で『栄光の架け橋』を歌いたくさんの思い出や歴史を振り返
りながら校舎との別れを惜しんでいました。

6月には山形県沖地震、10月には超大型台風19号が接近し、予定されていた
神納地域大運動会が中止になりました。
『天災は忘れた頃にやってくる』『備え有れば患い無し』ということわざがあ

りますが、誰もが知っている言葉だからこそ、だれにとっても大事な言葉である
と思います。
私たちに重要なのは、災害がいつ来ても大丈夫な備えをすることだと感じてお

ります。

震災を乗り越えた長岡市、小
千谷市では地域の担い手不
足など新たな課題が浮き彫り
になっています。天災から身
を守るための普段のそなえの
大切さや地域の絆について
改めて考え経験と教訓を蓄積
している両地区の防災学習
施設へ、7月13日各集落から

代表者を募集し視察研修に
行ってきました。
←写真はその時の様子です。
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■ご意見・ご感想・問い合わせ
◆村上市神林支所

地域振興課自治振興室

担当： 鴻島（こうじま）

◆電話・告知端末

６６－６１２２

◆E-mail

k.shinko-chiiki@city.murakami.lg.jp

◆URL

http://www.city.murakami.lg.jp/

総務省では地域の新しい入口として関係人口の増加を目指しています。
「関係人口」とは、移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、地域や地域の人々と多様
に関わる人々のことを指します。
地方圏は、人口減少・高齢化により、地域づくりの担い手不足という課題に直面していますが、地域によっては

若者を中心に、変化を生み出す人材が地域に入り始めており、「関係人口」と呼ばれる地域外の人材が地域づくり
の担い手となることが期待されています。

◇神林地区で「インスタグ
ラム」はじめました。

この機会にインスタはじめて

みませんか？

かみはやしの魅力をみなさんで

発信お願いします。

「いいね」、「大好き」を見つ

けて『＃かみはやし』で投稿
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地域の出来事
評議委員会の開催
12月7日（土）、レストラン今宿を会場に、評議委員会が開催されました。
評議委員会終了後は、懇親会（忘年会）を行い、今年1年の疲れを吹き飛ばし、新年
の新たな活力を掻き立てる忘年会を開催しました。

主な内容は、新年度の大運動会の開催の件、神納小学校の閉校後の利活用につい
て意見などをいただきました。
運動会の開催については、「人が少ない中、他集落から人を借りてきて競技に参加し
ている。運動会にこだわることなく別の事業を考えても良いのでは。」「別なイベントに切
り替え集落対抗でなく、集まった人で何か神納地域全体で考えて頂ければ。」などの意
見が寄せられました。

◇運動会の開催について、運営委員側からの回答は
今年度は運動会に替わるものを運営委員会で検討しましたが、中々良いアイディアが
出なかったため、各競技の参加人数なども変更しながら運動会を行う予定で進めており
ましたが結果として台風19号の影響が予想されるため中止になりました。来年度の開催
については、運動会に替わる事業を運営委員会で検討させていただく事を説明しました。
替わりの事業をどうしてもやらなければいけないということでもありませんが、提案があ
ればいつでも連絡してほしい事をお願いしました。
≪皆さんからもご提案があれば下記のお問合せ先まで、お寄せください≫

◇神納小学校閉校後の利活用について
事務局より神納小学校の閉校後の利活用にあたっては、借用する団体・会社等で利

用状況に応じた改修、維持管理（光熱費）、修繕費などすべて詳細な利用計画（資金計
画）を作成する必要があり、この計画を「学校跡地利活用検討委員会」で審議され採択
される必要がある事を説明しました。 評議委員からは、「集落の中心部で学校の管理
（草刈り）を年2回は実施してほしい。」と要望が出されました。

全国的に少子高齢化・人口減少が進んでいます。今年は新たな取り組みとして市が主体となり、関
係人口創出・拡大事業がスタートし各まちづくり協議会の正・副会長、神林で活性化に取組んでいる
団体で研修会、ワークショップを行い、令和2年度からの新たな仕組み作りを行っております。

家庭・地域・職場など人と人のつながりが薄れて行く中、お互いが支え合い絆を深めたまちづくり
「地域の元気づくり」が大事なのかと思います。


